
氏名

このお てつろう 所属

職名

最終学歴 学位

学科・院の別

2 単位 12.0 時間 時間 歯学科・口腔保健学科

2 単位 3.0 時間 時間  歯学科

2 単位 14.0 時間 時間 歯学科・口腔保健学科

1 単位 6.0 時間 時間  歯学科

6 単位 26.0 時間 時間  大学院

歯学部　歯学科　口腔機能学講座　総合診療学分野

博士（歯学）九州歯科大学大学院歯学研究科

大学運営における主な
役職履歴（過去5年間）

九州歯科大副学長（2016～現在）
九州歯科大歯学部長（2016～2020）

木尾 哲朗
教授

専 門 分 野

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

プロフェッショナリズムⅡ

プロフェッショナリズムⅣ

医療コミュニケーションI

医療コミュニケーションⅡ

実習時間数

歯科医学教育研究学Ⅰ～Ⅲ

所 属 学 会
（ 主 要 ５ 件 ）

International Association for Dental Research（IADR）、
日本医学教育学会、日本歯科医学教育学会、日本総合歯科学会、日本矯正歯科歯科学会

第４章歯科医学教育プログラム（学士課程教育）　7．プロフェッショナリズム教育（倫理・態度教育を含む）．
第１０章　臨床研修　2．実施状況．日本歯科医学教育学会白書作成委員会編集．歯科医学教育白書2021年度版．
東京：日本歯科医学教育学会57-58. 2023.

歯科医療倫理学習教材「そこで話していることは　なに？」
日本歯科医学教育学会教育方略委員会（委員長：平田創一郎）編．2023．

Ⅲ歯学教育機関におけるコミュニケーション教育．第6章医療現場のコミュニケーション．深井獲博編　
保健医療におけるコミュニケーション・行動科学　第2版．医歯薬出版．東京．　85-89.2022.

木尾哲朗.１医療安全をいかに共有するか．5医療事故・医療過誤・医事紛争のポイント．尾崎哲則ら編．
歯科衛生士のための歯科医療安全管理第2版．医歯薬出版．東京．14-16,114－117、119, 121－124. 
2022.
木尾哲朗　Ⅲ歯学教育機関におけるコミュニケーション教育．第6章医療現場のコミュニケーション．
深井獲博編　保健医療におけるコミュニケーション・行動科学　第2版．医歯薬出版．東京．
85-89.2022.

産 学 官 連 携 実 績
（ 主 要 ３ 件 ）

（ 最 新 の ５ 編 ）

研 究 業 績

（ 主 要 ５ 件 ）

取得した実用新案特許等

産 学 官 連 携
可 能 ・ 希 望 分 野

医療行動科学・コミュニケーション学・成人教育学・心理学

（著書・発表論文等）

(５つまで)

共同研究等の
実績

・九州歯科大学同窓会共同研究：リスクの低い歯科医療チーム育成のためのコーチング法の構築(平成20年度)
・医療現場のデータを用いた「配慮表現」の分析手法に関する研究(広島大学文学研究科 高永茂 平成23～25度)
・基礎理論と臨床をつなぐ歯科医療コミュニケーションガイドの開発(岡山大学医療教育統合開発ｾﾝﾀｰ吉
田登志子(平成26～28年度)

研 究 分 野 医療コミュニケーション・歯科医療行動科学教育・プロフェッショナリズム教育

研究課題

課題名

 医療人プロフェッショナリズム教育

 信頼される医療面接とコミュニケーションの関係

 医療行動科学

 歯学生の社会スキルと性格特性

 シミュレーション教育の方法とその効果

キーワード
 医療人プロフェッショナリズム教育   信頼される医療面接とコミュニケーションの関係   医療行動科学   歯学生の社会スキルと性格特性   シミュレーション教育の方法とその効果


